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あらまし：奈良県看護協会の 2022年度災害支援ナースのためのフォローアップにおいて，本研究にて開
発した災害看護初動教材やルーブリック自己評価システムなどを導入し，eラーニングによる研修の事前
学習を実施した．eラーニング教材は，コンピテンシー毎に学習モジュールが作成されており，受講者は，
災害看護コンピテンシーを用いて自己評価や振り返りを行うなど，コンピテンシーに基づいた学習が可

能である．一方，研修の実施によって得られたフィードバックからは，eラーニングが受講者の自己学習
に任せざるを得なかった研修の実施方法における課題が明らかとなった． 
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1. はじめに 
大規模自然災害が発生した際，日本看護協会の要

請によって全国各地から災害支援ナースが被災地に

赴き，看護支援活動が行われる．そのため，いつ起

こるか分からない大規模自然災害に備え，都道府県

看護協会では災害支援ナースの養成のために災害看

護研修を行っている．例えば，奈良県看護協会にお

ける災害看護研修では，災害支援ナースへの登録に

必要な「初期研修」と「災害支援ナースのためのフ

ォローアップ」がどちらも 2日間の日程で実施され
ている．「災害支援ナースのためのフォローアップ」

は，災害発生時における派遣に応じる看護職に求め

られる災害看護活動の基本となる知識の確認やそれ

らの応用，情報の更新を目的としている． 
これまでに第 2著者を中心に災害時における看護
の備えとして「何を」「どのように」学ぶべきか，そ

の方策（学習事項）と方略（学習方法）を示すこと

を目的に研究を進め，奈良県看護協会の協力も得な

がら，災害派遣ナースに求められる資質や能力を，

臨床看護師の災害初動に着目したコンピテンシーと

してまとめ，教材開発などを行ってきた（1）（2）． 2022
年度奈良県看護協会の災害支援ナースのためのフォ

ローアップでは，本研究にて開発した eラーニング
教材が採用され，事前学習を eラーニングで実施し，
その後，演習に焦点をあてた対面研修 1日という構
成で実施された．本稿では，ここで導入した eラー
ニング教材の開発について述べる． 
 

2. 災害看護におけるコンピテンシーの開発 
災害看護に関するコンピテンシーとして提唱され

ている代表的なものに国際看護師協会(ICN)と兵庫
県立大学(HPU)のものがある．しかしながら，いずれ
も我々が対象とする国内の臨床看護師が災害初動に

おいて求められる能力として，必ずしも十分ではな

い．そこで ICN と HPU コンピテンシーをもとに，
国際基準に沿いかつ，国内の臨床看護師の実情にあ

った災害初動における臨床看護師のコンピテンシー

（以下，災害看護コンピテンシー）の開発に取り組

んできた．ICN 災害看護コンピテンシーの大幅改定
においても災害看護コンピテンシーの検証を行い，

その整合性を確認した（3）．開発したコンピテンシー

は，ibstpi®のコンピテンシー開発プロセスに従い抽
出・開発しており，63の行動記述，9つのコンピテ
ンシー，3つの領域により構成している． 

 
3. eラーニング教材の開発 
開発した eラーニング教材は，コンピテンシー毎
に学習モジュールを配置し，自己評価活動を取り入

れるなど，コンピテンシーに基づき開発を行った． 
3.1 eラーニング教材の構造 

Moodle上に研修用コースを作成した．開発した e
ラーニング教材の構造を図 1に示す．受講者は図中
の矢印に沿って，自己学習により受講するが「コン

ピテンシーの自己評価」および「コンピテンシー1〜
9の学習モジュール」は，どれから受講しても良い．
学習モジュールをコンピテンシー毎に配置すること
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で，学習をコンピテンシーベースで進めることがで

きるよう設計を意図している． 
3.2 コンピテンシーの自己評価 
我々は，ルーブリック自己評価システムを開発し，

学生の汎用的能力の育成に活用してきた（4）．ルーブ

リック自己評価システムは，ibstpi®のコンピテンシ
ー標準の 3層構造にも対応している．策定した災害
看護コンピテンシーもこれに準拠して開発されてい

ることから，ルーブリック自己評価システムを活用

し，災害看護コンピテンシーの自己評価活動を学習

の前後に実施している． 
3.3 受講結果の対面研修での活用 
事後テストを実施する代わりに知識に関する学習

内容の修得状況を学習モジュール毎の確認テストで

行っている．学習モジュール毎にテストすることで

その学習モジュールに該当するコンピテンシーの修

得状況を把握することが可能である．一方，ルーブ

リック自己評価システムによるコンピテンシーの振

り返りは，領域毎に行い，受講者全体の自己評価結

果の集計・可視化する．これに加え，eラーニング実
施による修了証を発行したいという要望があり，

PDFの修了証を発行する外部ツールを開発し，導入
した．  

 
4. 開発した教材による研修の実践 

eラーニングによる学習は 2022年 12月から 2023
年 2月第１週まで期間を設け，対面研修は 2023年 2
月 8 日に実施した．e ラーニングで学習に取り組ん
だ受講者は 22名，医療従事者として働いている看護
士である．受講者のうち 6名が対面研修後のアンケ
ートに回答した．図 2に各コンピテンシーの学習モ
ジュールとして配置した教材による学習内容と学習

前後に行ったコンピテンシーの自己評価に関するア

ンケート結果を示す．アンケートに回答した受講生

は少ないながら得られた回答からは，各コンピテン

シーにある学習内容が適切だったと回答した受講生

は 5名であり，コンピテンシーに基づいた学習モジ
ュールは，学習内容と整合していたことが確認でき

た．また，学習前後の自己評価が役に立ったと回答

した受講生が多かったことは，災害看護コンピテン

シーを用いた自己評価が有用であり，自己評価を実

施したルーブリック自己評価システムの利用も特に

問題なく機能したことを示している． 
 

5. おわりに 
奈良県看護協会による災害支援ナースのためのフ

ォローアップにて eラーニングによる研修を実施し，
本研究にて開発した災害看護初動教材やルーブリッ

ク自己評価システムを導入できたことで，アンケー

トや受講者や講師へのインタビューなどから今後の

改善にむけたフィードバックが得られた．フィード

バックでは，受講者の eラーニングによる学習の進
捗については，学習期間を設け，自己学習に任せる

だけではなかなか進まないという意見もあり，例え

ば，ブレンディッドラーニングや研修会場に集合し

た上で eラーニングに取り組むなど，実施方法につ
いても検討する必要があると考える． 
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図 2 学習内容，自己評価に関するアンケート結果 

 
図 1 災害看護初動コースの構造 
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